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民 生 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成１９年９月１１日（火）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午前１１時５５分　閉会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長
 上村高義 
 副委員長
 安藤　薫 
 委　　員
 山崎雅数

委　　員
 三好義治 
 委　　員
 村上英明 


１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正
 副市長　小野吉孝

生活環境部長　紀田光司　　同部次長兼自治振興課長　大場房二郎

自治振興課参事　萩原　明


保健福祉部長　佐藤芳雄
 同部次長兼福祉総務課長　登阪　弘　　

高齢者障害者福祉課長　堤　守　　同課参事　小矢田博子

介護保険課長　山田雅也　　同課参事兼地域包括支援センター長　川口敦子

こども育成課長　稲村幸子　　同課参事　船寺順治　　国保年金課長　野村眞二

１．出席した議会事務局職員

事務局次長　野杁雄三
 同局次長代理　日垣智之

１．審査案件（審査順）

議案第４６号　平成１９年度摂津市一般会計補正予算所管分

議案第４８号　平成１９年度摂津市介護保険特別会計補正予算

議案第５２号　摂津市民文化ホール条例の一部を改正する条例制定の件
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（午前１０時　開会）

○上村委員長　おはようございます。

　ただいまから民生常任委員会を開会し

ます。

　理事者からあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　皆様方には、何かとお忙しい中、きょ

うは民生常任委員会をお持ちいただきま

して、大変ありがとうございます。

　本日は、昨日の本会議で当委員会に付

託されました案件につきましてご審議を

賜るわけでございますけれども、何とぞ、

慎重審議の上、ご可決賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。

　なお、いつものとおり、私は一たん退

席させていただきますが、在庁いたして

おりますので、よろしくお願いいたしま

す。

○上村委員長　あいさつが終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は三好委員

を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことに異

議ありませんか。

　　（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○上村委員長　異議なしと認め、そのよ

うに決定します。

　暫時休憩します。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○上村委員長　再開します。

　議案第４６号所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　佐藤保健福祉部長。

○佐藤保健福祉部長　議案第４６号、平

成１９年度摂津市一般会計補正予算（第

２号）のうち、保健福祉部にかかわりま

す部分につきまして、目を追って補足説

明をさせていただきます。

　まず、歳入でございますが、７ページ、

款１２、分担金及び負担金、項１、負担

金、目１、民生費負担金の増額は、障害

福祉サービス費等の支払い事務が、１０

月から国民健康保険団体連合会に委託さ

れることになりましたことから、新たに

市立施設に対して連合会から支払われる

介護給付費負担金を計上したものでござ

います。

　款１４、国庫支出金、項２、国庫補助

金、目１、民生費国庫補助金の増額は、

後期高齢者医療制度システム開発費補助

金及びこどもの虐待予防・防止に向けた

取り組みに対する補助金であります児童

環境づくり基盤整備補助金を計上したも

のでございます。

　８ページ、款１８、繰入金、項１、特

別会計繰入金、目２、介護保険特別会計

繰入金は、介護保険特別会計の平成１８

年度決算に伴う精算金を繰り入れるもの

でございます。

　続きまして、歳出でございますが、１

１ページ、款３、民生費、項１、社会福

祉費、目１、社会福祉総務費の増額は、

歳入でご説明いたしました、障害福祉サー

ビス費等の支払い事務の委託に伴い、新

たに連合会に支払う市立施設に係る給付

費及び手数料を計上したほか、後期高齢

者医療システム構築委託料を計上したも

のでございます。

　１２ページ、目２、老人福祉費、目６、

知的障害者福祉費は、障害福祉サービス

費等の支払い事務の委託に伴う財源内訳

の変更でございます。

　続いて、目５、身体障害者福祉費、目

７、老人医療助成費及び目８、身体障害

者医療助成費は、事業費確定に伴う過年

度分府費返還金でございます。

　１３ページ、項２、児童福祉費、目１、

児童福祉総務費の増額は、歳入でご説明
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しました、こどもの虐待予防・防止に向

けた保護者への支援・治療プログラムの

実施に係る講師謝礼及び消耗品等でござ

います。

　目５、乳幼児医療助成費及び目６、ひ

とり親家庭医療助成費は、事業費確定に

伴う過年度分府費返還金でございます。

　以上、補足説明とさせていただきます。

○上村委員長　説明が終わり、質疑に入

ります。

　山崎委員。

○山崎委員　今、補足説明を伺った部分

を、またちょっと詳しくお聞かせ願いた

いんですけれども。

　まず、社会福祉費ですね。障害者自立

支援にこれ基づく障害者に係るデイサー

ビスから扶助費ですね。これを国保連合

会へ委託ということなんですけれども、

この目的というか、意図というか、どう

してこういう措置をとらなくてはならな

くなったのかということが、もしおわか

りでしたらお聞かせ願いたいと思います。

　今までは、ここを経由せずに直接いっ

ていたということになるんじゃないかと

思うんですが。

　それと、児童の環境づくり基盤整備事

業というのが、また、どういったことが

なされるのかというのをお聞かせいただ

きたいと。具体的にお願いします。

　それから、後期高齢者医療制度のシス

テムの移管は来年の春から始まるという

ことで、これは連合の方からやってほし

いということでこういう形になったんだ

と思うんですが、この開発の補助という

ことなんですけれども、これの委託先と

いうか、どういう形になるのか、もう少

し詳しくお聞かせ願えればと思います。

○上村委員長　堤課長。

○堤高齢者障害者福祉課長　それでは、

私の方から、障害者福祉サービス費等に

かかわりますインターネット請求という

ことで、委託の問題についてお答えさせ

ていただきたいと思います。

　まず、障害者自立支援法では、市町村

は、障害福祉サービス等の支払いにつき

まして国保連に委託できるということに

なっております。ところが、１９年８月

１０日に、厚労省の方から、障害者自立

支援給付費支払い等システムの円滑な導

入についてということで通知が参ってお

ります。それによりますと、公立施設に

おける給付費の支払いにつきましても、

障害者自立支援法に基づき、公立施設で

あっても、請求省令にのっとり請求行為

を行うことという通知が参りました。

　その関係で、私どもの方も委託という

ことをさせていただいております。

○上村委員長　野村課長。

○野村国保年金課長　後期高齢者の医療

制度に係るシステム開発の件についての

ご質問にお答えさせていただきます。

　委託先はどこかということなんですが、

その前に、広域連合の方からの依頼でシ

ステム開発をするのかというような趣旨

のご質問内容でございましたが、この部

分につきましては、本市において、広域

連合との情報のやりとりに係るシステム

の独自の開発ということでご理解いただ

きたいと思います。

　その委託先がどこかということにつき

ましては、現行のホストコンピューター

のシステムをやっております業者の方に

委託する形になります。

○上村委員長　稲村課長。

○稲村こども育成課長　こどもの虐待予

防・防止に向けた取り組みに対する補助

金であります、児童環境づくり基盤整備

補助金ということで今回上げさせていた

だいておりますけれども、これにつきま

しては、今年度、年度当初に、厚生労働

－�3�－



省の方に取り組みを申請いたしましたと

ころ、先行的な取り組みということで補

助金が決定したものでございます。

　こどもの虐待予防・防止の取り組みと

いたしまして、虐待をしてしまっている

親、あるいは虐待につながるおそれのあ

る親という方を対象といたしまして、暴

力とか暴言、おどし、そういうようなこ

とでこどもに言うことをきかせるという

ような子育ての仕方ではなくて、こども

の問題となるような行動に対して、親の

対応を変えることによって解決していく

というような、そういうような方法を親

自身がグループで学び合っていくという、

そういうプログラムを実施していくとい

うものでございます。

　具体的に申しますと、前向き子育てプ

ログラムといいまして、ポジティブ、ペ

アレント、プログラムの三つのＰが並ぶ

ということで、トリプルＰというプログ

ラムの名前がついておりますけれども、

そういうプログラムを実施していこうと

考えております。

　今まで、本市におきましては、単発的

な講座としてこのプログラムを扱うこと

がございましたが、今回は、小学生の親

御さんを対象といたしまして、１２人ぐ

らいのグループを二つつくりまして、週

一回、８回のグループワークですとか、

あるいは電話での対応ですとか、そうい

うようなものを通しながら、系統的に子

育ての仕方を、さまざまな方法があると

いうことを学びながら、自分のこどもに

対してどういう対応をとっていくのが適

切であるのか、みずから学びながら、そ

ういう行動ができるようにしていくとい

うことを行うものでございます。

○上村委員長　山崎委員。

○山崎委員　まず、１点目、この国保連

合会へ委託できるとして、そちらの手続

を行うということなんですけれども、こ

の国保連合会を通せば、摂津市としては

何かメリットはあるんでしょうか。

　これは厚労省から通達ということなん

ですけれども、これは、だから、どうし

ても公立施設の支払いをできるというこ

とであれば、やらなくてもいいという話

にはならないんですかね、という、ちょっ

とその辺をお聞きしたいと。

　私も、だから、どうしてそういう措置

をとらなくてはいけないのかという。だ

から、そのメリットがあるのなら、目的

とかいうのをお聞かせいただきたいと思

うんです。

　これ、要するに、国保連合会ですべて

まとめていくという流れなのかなと思う

んですけれども、そういったことが、市

が独自にやれば臨機応変にできるものが、

一たん、国保連合会に行ったり、返った

りとかいうような話になれば、画一的な

事務手続とかいう形になってきて、市民

への不利益とか制限とか、抑制みたいな

ことにつながらないのかなというのが心

配されますので、その辺がちょっと理解

できないので、教えていただきたいと思

います。

　それから、児童虐待のワークショップ

の方は、８回のグループワークみたいな

ものを１２人で系統的にやっていくとい

うふうにお聞きしましたが、対象という

のは、だから、今、私、聞いたのは、児

童相談室の中にいろいろご相談に来られ

ている方を対象ということになるんです

か。

　今現在、そういうふうに虐待のおそれ

がある方とか、もうしてしまっている方

とか、もう当然やっていかないといけな

いんですけれども、社会的に広く広げて

啓発というか、こういうこどもの虐待が

今ふえているというような現状なども知
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らせていく努力なども必要なのではない

かなと思うんですけれども。

　もしよかったら、その児童相談室など

に虐待相談に来られている件数というか、

何かそういう数字みたいなのがわかれば、

お聞かせ願いたいと思います。

　それから、後期高齢者医療のシステム

の移管なんですけれども、市の独自の開

発ということなんですが、これちょっと、

また具体的に、何をされようとするかい

うのが、前のあれにも、もう予算出てい

ると思うんですけれども、オープンシス

テムに移行して、データがやりとりでき

るというような形に、私、ちょっと記憶

があれなんですけれども、前回も、何か

後期高齢者のシステムの移管というのが

またほかにもありましたですよね。

　そういった部分で、この作業がどういっ

たことをされるのかというのをちょっと

お聞かせ願いたいなと思います。

○上村委員長　堤課長。

○堤高齢者障害者福祉課長　それでは、

私の方から、国保連を通せばどういうメ

リットがあるのかということでお答えを

させていただきたいと思います。

　これは、実際にはインターネット請求

という形をとるわけなんですけれども、

インターネット請求をすることによりま

して、事業所につきましては、これまで、

受給者の住んでおられる市町村ごとにそ

れぞれ請求していたものが、国保連に一

括して請求ができるということがメリッ

トとして一つ上げられます。

　また、国保連の方から、簡易入力シス

テムが提供されまして、請求書や明細書、

実績記録などの作成が、これまで以上に

容易にできるというふうになっておりま

す。

　あと、市民に対して不利益はないかと

いうお問いでございますけれども、請求

中のデータにつきましては、状況の照会

が随時できるようにシステムが組まれる

という予定になっております。

　それと、先ほど申しましたように、他

市の方がいらっしゃらない事業所につい

ては、今年度は実施を見合わせていると

ころもございますが、本市の場合は、す

べての事業所に他市の方がいらっしゃい

ますので、その関係上、どうしてもこの

障害福祉サービス費等のインターネット

請求の実施ということをしなければなら

ないというふうになっております。

○上村委員長　稲村課長。

○稲村こども育成課長　まず、家庭児童

相談室の方に、虐待に関する相談に来ら

れている件数なんですけれども、１８年

度で、実数といたしまして８９件ござい

ます。そのほかに、いろいろな形で通告

ですとかいうことから調査に行ったりと

か、そういうような形でかかわっている

ような事例もございます。

　今回のプログラムの対象の方ですけれ

ども、もちろん、こういう形で、既にか

かわりのある方についてお声かけさせて

いただくということもありますが、広く

お知らせをして、こういうプログラムが

あるということをお知らせするというこ

と自体も大切だと思っておりますので、

広報とかいろいろなチラシを通して、学

校とか、また、いろいろな関係機関を通

しながらお知らせをしていきたいという

ふうに考えております。

○上村委員長　野村課長。

○野村国保年金課長　後期高齢者医療制

度に係るシステム開発の作業の内容とい

うことでのご質問でございますが、この

作業につきましては、広域連合との情報

のやりとりに係る部分でございまして、

具体的には、住民情報や税情報などで、

広域連合の方において、被保険者台帳を
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作成するための情報のやりとりを行うこ

とを目的としたものでございます。

○上村委員長　山崎委員。

○山崎委員　そうしたら、３回目の質問

になります。

　障害者自立支援の方はどうしてもやら

なくてはならないというものではないと

思いますけれども、他市の方がいらっしゃ

らないところはやってないというのもあ

るので。これが、私、懸念をしてますの

は、こういった大きな単位で取りまとめ

をしていくことによって、市民が同じサー

ビスが受けられなくなるというか、その

制限とかができないように注意をしてい

ただきたいと思っています。

　これは要望で結構です。

　児童虐待の分も、ぜひそういうことで、

件数がふえているという話も聞きますの

で、その児童虐待防止の活動をしっかり

やっていただきたいと思います。

　それから、後期高齢者医療のシステム、

そのデータを広域連合に移すという話に

なるわけですね。この間、システムの開

発、いろいろ何かちょこちょこ出てくる

んですけれども、この春には、だから、

オープンシステムの措置をしていないデー

タなどのやりとりもあるということを聞

いておりますけれども、これと、今、年

度途中でこれをやって、春にまた別の作

業が要るとか、手がかかるとかいうこと

はもうないんでしょうか。そこだけちょっ

とお聞かせいただいて、終わりたいと思

います。

○上村委員長　野村課長。

○野村国保年金課長　今、システム開発

を行って、なおかつ春にオープンに移行

したときに、新たな作業が必要かどうか、

それについて、また費用がかかるのかど

うかということでございますが、オープ

ンシステムへの移行についての費用とい

うのは、新たにかかるということは、結

論から申し上げてございません。

　今回、現行のホストコンピューターの

システムで行うという部分につきまして

は、広域連合との情報のやりとりが、当

然、本番データといいますか、テストの

データではなくて、正規の情報が要ると。

その中で、現在、オープンシステムに向

けての打ち合わせを行っている段階でご

ざいまして、正直、そちらの方にデータ

の移行というのが完全に行われていない

段階においては、現状のホストコンピュー

ターで、今回、システムを構築する中で、

広域連合とのやりとりを行うというもの

でございますので、新年度に向けての費

用の発生等はないということでご理解い

ただきたいと思います。

○上村委員長　ほかにございませんか。

　村上委員。

○村上委員　おはようございます。

　私の方から、先ほどの山崎委員からも

若干の説明がございましたので、ダブる

面があるかもわかりませんけれども、よ

ろしくお願いいたします。

　先ほど、議案第４６号の、７ページ、

款１４の国庫支出金、項２、国庫補助金、

目１、民生費国庫補助金という中で、節

２の児童福祉費補助金ということで、児

童環境づくり基盤整備補助金ということ

で先ほども補足説明等々でありました。

虐待の予防ということであったわけで、

先ほども、対象者が平成１８年度の８９

件ということの実績等々もありました。

いうことで言われておったんですけれど

も、これ、例えば、先ほど、チラシとか

お知らせ等々で広く市民の方にもお知ら

せしていきたいということもあったんで

すけれども、例えば、そういうチラシと

かいうものでなくて、受けるというよう

な意識も若干は持ちつつもあるというと
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ころで、保育所と連携をとるとか、出産

されたときに、そういうことはこういう

ものがありますよというお知らせをする

とか、そういうことのお考えはないのか

という形。

　あと、せっつ広報のお知らせ版ですね、

この７月から全戸配布等々になったかと

思いますので、ということで、こういう

せっつ広報のお知らせ版の方に掲載をし

ていただければ、市内全戸配布という形

になろうかと思います。

　今まで、いろいろとこういう施策につ

きまして、毎月１５日発行のせっつ広報

にも掲載はしていますよというさまざま

なこともあったんですけれども、そうい

うことであれば、例えば、自治会未加入

の方とかいう形にはいきづらいというと

ころもございますので、そういったとこ

ろで、このお知らせ版等々にも掲載させ

ていただくような形ではお願いしたいと

思うんですけれども、そういうお考えに

ついてちょっとお聞きしたいと思います。

　それから、予算書のこの１１ページな

んですけれども、款３、民生費、項１、

社会福祉費、目１、社会福祉総務費とい

うことで、先ほどもありましたけれども、

節１３の委託料、後期高齢者医療システ

ム構築委託料ということで９６６万円で

すが計上されているということなんです

けれども、これ、先ほど、広域連合との

連絡用として独自の開発ということも言

われてましたけれども、もう一度、どう

いうシステム内容にするのか、方向性が

もし出ておればお聞きしたいというふう

に思いますので、よろしくお願いいたし

ます。

　それから、同じく、節２０、扶助費、

児童デイサービス給付費というのがあり

まして、これ、私、見たところ、当初予

算、１８万５，０００円ということであ

るんですけれども、今回、補正で１５倍

近い形での２９７万９，０００円という

のが補正されているんですけれども、そ

の補正の内容、どういう内容なのかとい

うのをちょっとお聞きしたいと思います。

　それから、次の１２ページなんですけ

れども、同じく、節２０の扶助費で、障

害者の支援施設給付費（知的）というも

のが、今回、補正ということで６，１１

０万４，０００円が計上されております。

これが当初予算でも約５，５００万円と

いうのが計上されておったんですけれど

も、今回、６，１００万円計上されてい

るこの内容についてお聞きしたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

○上村委員長　稲村課長。

○稲村こども育成課長　今回のプログラ

ムの広報の仕方についてのご質問でござ

いますが、お知らせ版の方でお知らせは

したいと思っております。

　また、保育所との連携についてですが、

今回のプログラムは、小学生さんの親御

さんを対象にということを考えておりま

すので、学校の方と連携はしていきたい

というふうに思っております。

　また、ほかのプログラムで対象になら

れるような場合でしたら、保育所の方と

連携は行ってきております。

　また、出産のときに何か配布するよう

なことですけれども、今回のプログラム

は、ちょっとそういう形はとりませんけ

れども、出産のときとか、母子手帳をお

渡しするときとかに、摂津市にあります

子育て支援のサービスですとか、どこに

行けばこういうことができるというよう

なことを一覧にいたしましてお配りさせ

ていただいております。

○上村委員長　野村課長。

○野村国保年金課長　今回のシステム構

築における内容についてでございますが、
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先ほどもお答えさせてもらったところと

ダブるかもしれませんが、現行のホスト

コンピューターを利用しての、広域連合

における被保険者台帳創設のための本番

データの作成がメインでございますが、

それと、これも若干、先ほどのご質問と

関連するんですが、来年４月からのオー

プンシステムへ移行することを想定して

の移行作業がスムーズに行えるような形

態での、それを行うことがシステムの今

回の内容ということでございました。

○上村委員長　堤課長。

○堤高齢者障害者福祉課長　それでは、

私の方から、扶助費の児童デイと知的の

給付費の件についてご説明を申し上げま

す。

　まず、児童デイの当初予算の計上額が

１８万５，０００円ということですけれ

ども、これは、児童デイサービス事業の

１８万５，０００円の補正ではございま

せんでして、あくまでも、今、これが、

ふれあいの里に委託をしておりますめば

え園に係る給付費でございます。

　今までは、委託として一括して計上し

ておったものでございますけれども、今

回、国保連を間に介することによりまし

て、今まで委託料として措置しておりま

した分につきまして、国保連への給付費

の支払いという形で今回計上させていた

だいているわけなんです。新たに国保連

から給付に係る負担金として収入されま

した分が、逆に委託料に充てられている

という、ちょっとそういう財源の充当の

方法が変わっておりまして、当初、ご指

摘のような、児童デイサービスの１８万

５，０００円の事業が２９７万９，００

０円になったわけではございません。

　これの積算につきましては、過去４か

月、実績のあります３月、４月、５月、

６月の実績と７月、８月の推計をいたし

まして、６か月分のめばえ園に係る給付

費を積算して、補正をさせていただいた

次第でございます。

　知的につきましても同様でございまし

て、知的の方は、はばたき園とひびき園、

それから、みきの路の入所にかかわる分

の合計を、先ほどのような積算方法で積

算をいたしまして、補正計上をさせてい

ただいております。

○上村委員長　村上委員。

○村上委員　言ってみれば、環境づくり

の基盤整備費ですね、児童のやつ。これ

またしっかりと、こういう虐待というの

は、結構、今、全国の方で問題視されて

いるようなこともありますし、また、こ

どもは将来の宝ですから、やっぱりその

辺も含めて、親子の関係をよくする方向

で、こういったプログラムづくりについ

ても、またしっかりと今後やっていって

いただきたいと、そういうふうに思って

おりますので、また、よろしくお願いし

たいと思います。

　後期高齢者医療システムの構築委託料

ということで聞きました。特に、現行の

ホストを利用してということで、特に、

台帳をメインとするというようなことも

言われておりました。

　一応、システム構築をされるというこ

とですので、ある程度、この広域連合と

しての業務の流れというのはそこそこ進

みかけているのかなというふうに思うん

ですけれども、この４月開始に向けて、

現状どこまで進んでいるのか、もしわか

れば教えていただきたいと思っておりま

す。

　次に、児童デイサービスの給付費、こ

れについては、特に、私の解釈間違いだっ

たら申しわけないんですけれども、これ、

新しくできたというものではなくて、そ

ういう業務の流れが変わったというか、

－�8�－



そういうことでなりましたということで、

この障害者支援施設給付費、知的につい

てもそういうことでよろしいでしょうか。

　はい、わかりました。

　では、そういうことで、先ほどの１点

だけお聞きしたいと思います。

　よろしくお願いいたします。

○上村委員長　野村課長。

○野村国保年金課長　平成２０年４月ス

タートの後期高齢者医療制度スタートに

向けてのスケジュールということでござ

います。

　今現在、広域連合とは、被保険者台帳

を作成に向けてのテストを行っている段

階でおりまして、今後は、今回、補正で

お願いしておりますシステムの構築によ

りまして、先ほど申しました本番データ

のやりとり等を行っていきます。その本

番データのやりとりによって、広域連合

においては、被保険者台帳の創設並びに

保険料の試算の作業に移っていかれると

いう中で、この１１月の下旬ぐらいの予

定と聞いておりますが、広域連合の議会

において、保険料率等を含む広域連合の

条例の審議、制定等が予定されておると。

　予定では１２月ごろに、一定、保険料

の額が算定されてくるという中身で、現

在、作業が進められていると。

　その先は、予定ですが、３月ぐらいに

被保険者の保険者証の発行が予定されて

おるというような状況でございます。

○上村委員長　村上委員。

○村上委員　保険料率の試算という形で、

一応、１１月、議会の方で保険料の審議

されまして、１２月の方で保険料が確定

ということで、３月ぐらいには保険証配

布という形で、なかなかスケジュール的

には厳しいというか、もうおくれること

はままならないような形でのスケジュー

ルとなっているかと思うんですけれども。

　それに、また、来年の４月、事故のな

いという形で、運用開始に向けまして、

しっかりとよろしくお願いしたいと思い

ます。

○上村委員長　村上委員の質問が終わり

ました。

　ほかにございませんか。

　安藤委員。

○安藤委員　そうしましたら、後期高齢

者医療システム開発について、もう少し

お聞きしたいと思います。

　先ほどからも質疑が行われていますけ

れども、この間、当初予算、昨年の第３

回定例会ぐらいから、後期高齢者医療制

度導入について、その都度お聞きしてき

たんですが、なかなかその中身が見えて

こないと。不透明な中で、同時並行的に

事務作業だけ進んでいるというようなこ

とでお聞きしておりまして、広域連合の

議会設置の条例のときでも中身がよくわ

からなかった。その議会が定数２０名で

すね。今、どんどん議論が進められてい

るというふうにお聞きしております。

　今回のシステム開発構築なんですけれ

ども、先ほどからもありますが、まず一

つ、構築委託料として９６６万円ありま

すが、歳入の方で、国庫補助として、補

助金は５９０万５，０００円ということ

になっています。これは、国庫補助の割

合、この後期高齢者医療のシステム開発

に関しての国庫補助の割合というのは、

決まったものがあるのかどうか。国庫補

助割合がなければ、これはすべて独自の

開発というふうに言うてはりますけれど

も、摂津市独自で費用負担を今後ともし

ていく必要があるのかどうかということ。

　それから、この後期高齢者医療制度シ

ステム開発構築委託料が、当初で３，６

５７万７，０００円計上されていて、今

回、９６６万円、これは、同じシステム
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開発の増額というふうに理解していいの

かどうか。その点をお聞かせいただけた

らと思います。

○上村委員長　野村課長。

○野村国保年金課長　後期高齢者のシス

テム構築に関するご質問でございますが、

まず、１点目の、民生費の国庫補助金、

今回、５９０万５，０００円の補正をお

願いしておるわけですが、この分につい

て、今回の委託料９６６万円に対してこ

の補助金なのかどうかというところでご

ざいますが、この補助金につきましては、

この委託料９６６万円に対して５９０万

５，０００円の補助金がついているとい

うものではございません。

　先ほど、委員からご質問ございました、

当初予算で計上している額も含めての、

全体に係る補助金の増額の補正というこ

とでございます。

　そして、今回のシステム改修が、当初

予算の増額補正ということかということ

でございますが、その点につきましては、

ご質問のとおりでございます。

○上村委員長　安藤委員。

○安藤委員　当初で３，６５７万７，０

００円、今回、増額で９６６万円と、こ

れだけの増額になってきた理由というも

のはどういうものがあるのか。中身が変

わってきたのか、それとも、中身が判明

してきて、当初の見込みと大きく違って

きたのかどうか。その点をお聞かせいた

だきたいと思います。

　この間も、後期高齢者のシステム開発

でいきますと、これ、３月でしたですか

ね、１８年度の補正で、介護保険の方で

も後期高齢者医療のシステム開発のお金

がかかっていますし、この後期高齢者医

療制度導入に当たって、いろいろな分野

に影響が出てきて、その都度、システム

開発の費用負担が出てくるということで

言うと、今後、一体どのぐらいの負担が

出てくるのかなと。市民も、当然、負担

出てくると思いますけれども、その辺の

見込み等があるのかどうか、お聞かせを

いただきたいと思います。

　それから、ちょっとそのシステムの中

身についても、先ほどから議論があるん

ですけれども、来年４月からオープンシ

ステムに移行するということで言います

と、私のちょっと理解が間違っていれば

あれなんですけれども、来年の４月の実

際の制度が導入されるまでの間、テスト

をやるための、それから、準備をするた

めのシステム開発と。オープンシステム、

来年４月からスタート、それから、後期

医療制度がスタートするのとあわせて、

オープンシステムに移行してしまうとい

うような考え方なのかどうか。ちょっと

そのオープンシステムの移行と今回のシ

ステム開発の関係ですね、その辺ちょっ

とわかりにくいので教えていただきたい。

　それから、後期高齢者医療について、

制度が大きく変わってくるということで、

この間からも、今までも、介護保険制度

導入のときと同じような大きな制度改定

ということで、市民への周知、こんな中

身になりますよ、こんなメリットがあっ

て、こんなデメリットがあって、こんな

とこ気をつけてくださいということを、

早いうちから市民の皆さんにお知らせを

していく必要が、内部の準備とあわせて

やらないといけないんじゃないかという

ふうにずっと指摘してまいりました。

　きょう、窓口へ行きましたら、こうい

う大阪府の広域連合のパンフレットが置

いてありました。これをどのように活用

していくのか、ちょっと関連になります

けれども、あわせて、今後のスケジュー

ル等をお聞かせいただきたいと思います。

ちょっと話飛んでしまいましたけれども。

－�10�－



　その中に、市町村の事務というのがあ

りまして、保険料の徴収、それから、被

保険者証の引き渡し、各種届け出・申請

の受け付けなどの窓口業務、これが市町

村が行う事務というふうに分かれてます。

　今回のシステム開発、システムという

のは、こういった事務を行うものも含ま

れているのかどうか。今、国民健康保険

の場合ですと、例えば、所得が一定より

も低い方については法定減免があったり、

または、申請をして、一定の条件のもと

で申請減免があったり、それから、高額

療養費の受領委任払い制度があったり、

一部負担金の減免制度等々、摂津市の国

保として実施されていると思います。

　広域連合の場合になりますと、ちょっ

とまた事情が違ってくるような状況もあっ

て、その点、このシステム開発との関係

ですね、システムの中で、それが対応で

きるようなシステムなのかどうかという

こともあわせて、ちょっと教えていただ

けないでしょうか。

○上村委員長　野村課長。

○野村国保年金課長　まず、最初に、先

ほどのご質問で、１点、ちょっと答弁の

方が抜けておりましたので、加えさせて

いただきます。

　国庫補助金の積算の根拠というものが

ちょっと抜けておりましたので、お答え

させてもらいます。

　この分につきましては、定額部分で３

００万円、そして、人口割の部分で、２

分の１補助ということで５９０万５，０

００円となっておりまして、今回、この

人口割の部分を補正させていただいたと

いうことで、１点、抜けておりましたの

で、まず、説明させていただきます。

　今回の増額補正の理由でございますが、

ご承知のとおり、平成２０年４月から、

後期高齢者の医療制度というのが始まる

わけでございますが、今年度はその準備

作業、準備行為としてシステムの構築と

いうのが必要になってきておると。当初、

大阪府も、広域連合との情報提供、情報

のやりとりのスケジュールというのが未

定であったり、本市の電算システムにお

いても、平成２０年度からオープンシス

テムへ移行すると。当然、こちらの方も、

本年度はその移行の準備期間となってい

る中で、私ども、一番、広域連合との情

報提供の時期とか方法というのが一番心

配でありまして、最も大きな不確定な要

素として存在している中で、当初、３，

６５７万７，０００円という額を計上さ

せてもらっておりました。

　その中で、市としては、２０年１月ご

ろに、現在のホストコンピューターで保

有してます情報を、オープンシステムの

方に取り込むスケジュールというのを想

定して、今日まで作業の方を行っており

ました。が、今回、広域連合への情報提

供の時期というのが前倒しされまして、

１月ではなくて、１１月か１２月のこの

年内に、本番データで情報提供すること

が要求をされてきました。

　その結果、オープンシステムの主管と

なっております担当部局等のスケジュー

ル調整やシステム会社との調整等も図っ

てきたわけでございますが、今、現状で、

オープンシステムへの情報が完全に移行

していないという中で、最終、現行シス

テムによる今回のシステム開発がやむを

得ないものという判断のもとで要求させ

てもらっておるわけでございます。

　次に、平成２０年４月から始まるとい

うことで、市民への周知等の広報活動に

ついてでございますが、パンフレットに

ついては、市立の公民館、市民サービス

コーナー等へ配布して、設置させてもらっ

ております。
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　そして、今後については、主に高齢者

の集まりの場であるリハサロン等にこち

らの方から出向かせていただいて、お時

間いただく中で、この新しい制度につい

てのご説明なりを行っていこうと考えて

おります。

　そして、あと、市町村事務についても、

このシステム開発の費用全体の中には含

まれているということでご理解いただき

たいと思います。

　それと、あと、保険料の軽減であり、

減免等の措置につきましては、これは、

あくまでも賦課決定というのは広域連合

の方で行われるものでございますので、

今回の市のシステムでの対応というもの

はございませんので、よろしくお願いし

ます。

○上村委員長　安藤委員。

○安藤委員　ちょっとなかなか具体的に

イメージがわきにくい部分がちょっとあっ

て、繰り返しの質問になったらご容赦い

ただきたいんですが。

　摂津市のホストコンピューターをオー

プンシステムの方に移行していくと。そ

のオープンシステムに移行する時期と、

それから、後期高齢者医療制度がスター

トするに当たっての準備で、広域連合に

対して情報提供する時期とがうまいこと

あえば一番よかったものが、広域連合に

対して情報提供を年内にしてほしいとい

うような要求があって、それがなかなか、

ちょっとタイムラグが生じてしまったと

いうことで、今回、補正が増額になった

というようなことなんでしょうか。ちょっ

とその点、もう少し詳しく教えていただ

けないでしょうか。

　というのは、広域連合、後期高齢者医

療制度そのものは、もう広域連合、大阪

府下全体でやっていくものとして、法律

が決められて、スタート時期が決められ

て、その後、いろいろな事務作業が、現

場の方に、それから、市民の方に最終的

にはしわ寄せになってくるというような

状況なのかなというふうに思うわけなん

ですけれども。

　例えば、システムに至っても、広域連

合の都合でといいますか、スタート地点

だけは決めておいて、それに合わせてい

ろいろなところにしわ寄せ。例えば、シ

ステムでも、当初の予定どおりいけば９

６６万円要らなかったのかどうか。オー

プンシステムとのタイムラグがなければ、

この９６６万円ですか、こういったもの

が要らなかったんじゃないかと。二度の

むだな、むだなと言ったらおかしいです

けれども、これやって、また後からもう

一つかぶせるようなことをやるというこ

とになると、税金の使い方という問題で

いくと、いや、これどうなのかなという

ふうにちょっと思うわけんですが、その

点は、このオープンシステムとの後期高

齢者のシステム構築との関係、もう少し

そういった観点からちょっと教えていた

だけないのかなというふうに思います。

　それから、後期高齢者のこのシステム

については、先ほどからも、補助金が、

定額では３００万円、これ当初に計上さ

えれてました。今回が、人口割の２分の

１が５９０万円、補助金がわずかですけ

れども、つくけれども、基本的には摂津

市独自の開発ですよというようなお話だっ

たかと思いますが、そうであるなら、広

域連合への情報提供だけでなくて、市独

自でもそういったいろいろな市民的な要

求にこたえられるようなシステムもあわ

せて構築していくということは考えられ

ないのかどうか。

　というのは、今もちょっと減免制度の

ことをちょっとお聞きしたんですけれど

も、これは一般質問的になるので余り触
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れませんが、広域後期高齢者医療制度に

なりますと、今まで、摂津で、国保の場

合ですと申請減免があったりとか、受領

人払い制度とか、摂津市が国保事業者と

して、市民の負担軽減であったり、命と

健康を守るという立場からいろいろな措

置が行われてきたものが、今回、広域連

合にすべてそういった権限といいますか、

財政もすべて移ってしまうと。一般会計

からもどこからも入ってきませんから、

保険料と補助金と、それぞれの市町村、

信金の範囲の中でやらざるを得ないとい

う状況のもとで、なかなか摂津市が今やっ

ている国保の減免制度や市民負担軽減の

制度というのはすぐには適用できにくい

状況にあるんじゃないかなというふうに

思うんです。

　今まで国保を受けていて、突然、来年

４月から後期高齢者に移管したときに、

保険料が高いので、今はどうしても払え

ないと、しばらくちょっと待ってほしい

という納付相談に来るのが摂津市であり

ますし、一部負担金の制度、一部負担金、

ちょっとしばらく減免してほしい、それ

から、高額になってきた場合には、これ

を受領委任払いにしてほしいというよう

なお願いにくるのは、やっぱり摂津市の

窓口になるかと思うんですけれども、そ

ういった高齢者の方々に対応できるシス

テムというのが必要ではないかなと。シ

ステムとちょっと違う、今もそんなシス

テムでやってないのかもしれませんけれ

ども、そういったことも考えあわせて考

えていく必要があるんじゃないかと。ハー

ド面を一生懸命考えても、やっぱりハー

ド面だけじゃなくて、ソフト面でどうい

うふうにそのハードを活用していくのか。

せっかく予算を計上するわけですから、

どんな広域連合の窓口業務をやっていく

のか、市民対応をどうしていくのか、そ

ういったところからのアプローチをしな

がらシステム構築をやっていく必要があ

るんじゃないかなというふうに思うんで

すけれども、その点のお考え方もちょっ

とあわせて教えてください。

　お願いします。

○上村委員長　野村課長。

○野村国保年金課長　まず、今回のシス

テム開発の補正についてでございますが、

本市といたしましては、何とか当初予算

の範囲でいけるようにということでは考

え、協議も行ってきておりました。が、

結果としては、ご質問のとおり、広域連

合との情報のやりとりに係るタイムラグ

が発生したことによるという部分はござ

います。

　あと１点、システム開発において、市

民の方々からの要求への対応ができるよ

うなシステムづくりについてでございま

すが、保険料の申請減免等については、

確かに、申請を受ける窓口は市町村とい

うことになっておりますが、決定といい

ますか、審査等については広域連合の方

で行われるという形でありますので、現

在のところ、市独自で市民からの要求に

対応できる保険料の軽減とかいうものに

関するシステム対応というのは考えてお

りません。

○上村委員長　安藤委員。

○安藤委員　今回のコンピューター、シ

ステム上は考えていないということであ

ります。これ、また、違う場でいろいろ

とお聞きしていきたいと思うんですけれ

ども。

　後期高齢者医療制度そのものについて

は、私どもも、もう本当に、７５歳以上

の方々に新たな負担を押しつけるような

制度だと思っています。摂津市の場合で

すと、老健で、前にご答弁いただいてい

た数字でいくと５，５００人。その中で、
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約７００人ちょっとが社会保険の被扶養

者として、現在、保険料の負担をされて

いない方が、ということは、負担能力の

ない方ということで今まできていた人に

対しても、一律的に応益割５割と応能割

５割ということで保険料がかかってくる

わけです。しかも、保険料が払いたくて

も払えないという人が、今、国保でも大

変、摂津市だけでなく、全国的にも大き

な問題になってますけれども、保険料を

滞納することによって、国保の場合、短

期証まで、しかも、その後、まだ１年ぐ

らい滞納が続くと、窓口で１０割負担を

しなければいけない。資格証明書が発行

されると。

　ただ、これまでは、高齢者の方々につ

いては、こういった資格書は発行しない

よというような方針できていたものが、

この後期高齢者医療制度、摂津市から切

り離し、全く違う保険者でやっていきま

すから、もう知りませんよと。そちらの

パンフレットを見ますと、保険料を滞納

して、資格証明書がきたら、窓口で１０

割負担ですよとさらっと書いてあるんで

す。こんな制度です。しかも、診療報酬

についても定額制というような話も出て

きて、お金が払える人はきちんと最後ま

で医療が受けられるけれども、お金が払

えない人は、あなたこれだけしか払えな

いんだったら、定額ですからここまでで

すよと。定額以上のものをやりたければ、

もう自分で払いなさいよというようなも

のになってくるという心配がされるわけ

です。

　本当にお年寄り切り捨てのような制度

だと私ども思っています。摂津市とした

ら、やっぱり市民の命と健康、しかも、

この間、さまざまなご苦労されて、摂津

市、社会の発展のために頑張ってこられ

た方々の高齢者お方々に、負担や心配を

押しつけないようにするために努力する

というのが大事な仕事だと思っています

し、国保でもまだまだ不十分だと我々思っ

ていますが、しかし、それでもなお市民

負担軽減のためのいろいろな努力されて

きているのは、我々は非常にいいことだっ

たと思っているわけです。

　それが、突如、そういう形で、後期高

齢者医療制度が始まった途端に、それが

もう知りませんよと、もう大阪府の方で

やりますから、窓口だけですというよう

なことにはならないのかなと思いますの

で、その点、ちょっと今後、市としてど

うこれに対応していくのか、窓口対応を

していくのか、市民の負担軽減、広域連

合に対して働きかけをするとともに、市

としてどうしていくのかということはき

ちんと議論していただきたいと、しなけ

ればいけないと思います。

　ちょっとその見解、できたらちょっと

お願いできないかなと思います。

　それと、もう一遍、すいません、何度

も繰り返し。

　オープンシステムと今度の後期高齢者

医療のシステム構築というのは、当初で

は３，６００万円組んでいました。これ

は、オープンシステムがあろうがなかろ

うが必要なものであって、今回の９６６

万円というのは、たまたまオープンシス

テムの構築とのスケジュールとあわなく

て、通常のスケジュールよりも早くやら

なければいけないので、オープンシステ

ムとあっていれば要らなかったものを、

あえてしょうがないからつけるんだとい

うもので理解していいのか。

　そして、来年４月以降は、このシステ

ムについては並行して活用されていくの

か、オープンシステムとの関係。

　ひとつそれを、ちょっとシステム的に、

ちょっとそれも最後に。
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○上村委員長　佐藤保健福祉部長。

○佐藤保健福祉部長　２点についてお答

えをいたしたいと思います。

　まず、この、いわゆるシステム構築に

つきましては、当初予算段階で３，６５

７万円ほど予算計上をいたしておりまし

て、これにつきましては、先ほど、担当

課長の方からもご答弁申し上げてますよ

うに、オープンシステムを前提にした中

で、広域連合とのデータのやりとり及び

付随するさまざまな業務をやっていくた

めのシステム構築の費用だということで、

通常であれば、この３，６５７万円です

べてのシステム構築が完了するという形

になるわけでございますが、本市の場合

は、２０年４月から、現在のホストコン

ピューターシステムからオープンシステ

ムに切りかわっていくということで、当

初は、いわゆるオープンシステムへの切

りかえと、同時に、広域連合のシステム

をつないでいくということで、いわゆる

一つのものとしてこの切りかえができる

という前提の中で予算計上をいたしておっ

たところでございますが、先ほど、担当

課長からもご答弁申し上げましたように、

この１１月ぐらいに、大阪府下全体の７

５歳以上のいわゆる被保険者の税情報等

も、全部、広域連合の方で集約した中で、

２０年度からの保険料率を決定していく

という動きになっておりまして、そうな

りますと、このいわゆる１１月以前に、

摂津市の７５歳以上の方々のいわゆるお

名前であるとか年齢であるとか、それか

ら、それぞれの方の税の状態がどうなっ

ているか、こういうような情報を出して

いく必要があるという状況になってきて

おりまして、そうなりますと、いわゆる

オープンシステムの中へ、既に今の情報

が移行できているようであれば、そこか

ら出していくというようなことが可能な

わけでございますが、現状といたしまし

ては、市の方でこれまで実施をしてきた

ホストコンピューターの中にある情報を

広域連合の方のシステムにつないでいく

という必要も出てまいりまして、そうい

う意味で申しますと、この９６６万円い

うのはダブルのような状態になってしま

うということで、これは、ある意味で申

しますと、この広域連合の発足直前に、

市のいわゆるコンピューターシステムが、

ホストからオープンに切りかわっていく

ということが、本市、起こってますので、

こういうことでの本市特有の事情である

ということでご理解を賜りたいというふ

うに考えております。

　それから、ご質問の、いわゆる広域連

合がスタートした段階では、これまで、

国保で実施をしてきた保険料の減免であ

るとか、または一部負担金減免、こうい

うものについての対応でございますが、

これにつきましては、委員もご指摘のよ

うに、広域連合というような形で、全く

別な保険者というような形になりまして、

２０年４月以降は、確かに窓口業務的な

部分については摂津市で行うわけですが、

ある意味で言うと、広域連合の出先機関

というような役割になっていくわけでご

ざいます。

　そういう中で、まず１点は、やはり広

域連合として、いわゆる従来、それぞれ

の市町村で実施をしてきた減免であると

か一部負担金減免、こういうものを、具

体にどういう形で実現できるのか、でき

ないのか、このあたりの状況を見きわめ

ていく必要があるというふうに考えてお

ります。

　それと同時に、当然、広域連合につき

ましては、市の方といたしましても一定

のかかわりを持っておりますので、具体

の対応を決定するまでには、当然、市の
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方としては、これまで、国保としてはこ

ういう保険料の減免制度を持っている、

または、一部負担金の減免制度について

もこういうような形で実施をしてきてい

るということについては、十分お伝えす

る中で、できるだけ支障のないような対

応がとれるように努力はしていきたいと

いうふうに考えております。

○上村委員長　安藤委員。

○安藤委員　この間、介護保険、障害者

自立支援法と今度の後期高齢者医療制度、

最終的には、市民、それから利用者の方々

に大きな影響、大きな影響というか、も

う非常に重い負担がのしかかってくる可

能性が大変強い制度で、政省令が出るの

がぎりぎりになって、現場窓口、行政、

地方自治体のほんと短い期間の中で、職

員の皆さんが一生懸命頑張っていただい

て、何とか間に合わせようということで

努力されているということには、本当に

頭の下がる思いをするんですけれども、

この制度そのものも問題でありますし、

スタート地点を決めて、自治体に押しつ

けてくるというやり方というのは非常に

問題があるなと思います。

　今、部長からもお話ありましたように、

大阪府下全体でやっていく、しかし、大

阪府の中のそれぞれの自治体では、それ

ぞれのやり方がありますし、歴史もあり

ますし、経過もあります。そういったも

のを一まとめにして、乱暴にやっていく

というのは非常に無理があるなと思うわ

けです。これは、もちろん広域連合にも

働きかけをし、国に対してもその改善の

働きかけをしていくということは非常に

大事でありますし、広域連合の議会には

２０人しかいない。近隣の都道府県と比

べてみても非常に少ない大阪府の広域連

合であって、そこの定数をふやせという

のも、各いろいろなところから要望事項

も上げられていると思います。

　やはり自治体それぞれ、それから、地

域それぞれの特徴もありますし、事情が

あります。このシステム開発についても、

大きな摂津市としての事情としてきちん

と主張して、９６６万円って大きなお金

です。福祉の施策をやっていく中で、障

害者の方々への一つの事業で数百万円の

事業をどんどんどんどん削ってきたとい

う経過もあるわけで、大変重大なお金を、

システム的な、摂津市の事情だと言って

切って捨てられるというのは、これは本

当に納得のできないような話であって、

きちんと広域連合に話をする、要求をし

ていくことが大事だと思うんです。

　摂津市議会からは、だれも今広域連合

の議会には出てないですけれども、森山

市長が広域連合の方にかかわっておられ

るということも聞いておりますし、そう

いう意味では、この後期高齢者医療制度、

広域医療で法律が決まっているんだとい

うことでなくて、摂津市のこれまで培っ

てきた到達点に基づいた形で物を言って

いく、それを反映させていくという努力

をぜひすべきだと思うんです。

　ちょっとその点だけ、もう一回、ちょっ

と副市長からも、その辺の考えだけ、ちょっ

とお聞かせいただけないでしょうか。

○上村委員長　小野副市長。

○小野副市長　具体的には、今申し上げ

る中身は持っておりませんが、今、委員

ご指摘のように、この前、９月６日、７

日と、平成２０年度以降の重点施策、５

年後、１０年後というふうに思ってプレ

ゼンを受けました。

　今、若干、佐藤部長答えておりますよ

うに、担当部からして言ってきておるの

は、医療保険の一部負担金の改正である

とか、前回出ておったような市民健診の

問題、特定健診をつくっていくとか、聞
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いておるところによりますと、６５歳の

国保料の天引きがどうとかというような

ことも聞いております。これからの議論

になるということは十分承知しておりま

すし、そして、この高齢者の方々の窓口

をどうするかということも、一定の対応

策は担当から聞いております。いわゆる、

そういう混乱することなく、そういう形

の中での窓口の一本化なり、業務の円滑

化なり、実際、転換されていくのはどう

すべきかということについても、担当部

と今議論いたしておるところでございま

す。

　今後、具体的に、ここでこうだという

ことは申し上げられません。来年度予算

編成に向けて、一定の担当部の、今言わ

れたことはすべて佐藤部長からも聞いて

おりますので、これからの対応策を考え

まして、これからの決算、または１２月

議会、３月議会ということの課題として

踏まえさせていただきたいというふうに

思っております。

○上村委員長　安藤委員の質疑が終わり

ました。

　ほかにございませんか。

　以上で質疑を終わります。

　暫時休憩します。

（午前１１時１４分　休憩）

（午前１１時１６分　再開）

○上村委員長　再開します。

　議案第４８号の審査を行います。

　本件につきましては、補足説明を省略

し、質疑に入ります。

　質問のある方。ございませんか。

　安藤委員。

○安藤委員　ちょっと１点お聞きしたい

んですけれども、今回の補正は、１８年

度の決算での余剰金が繰越金の方にかかっ

てきたと。あと、その他、過年度分の精

算ということであるとか、積立金等の計

上であるということなんですが。

　７ページの、一般会計繰出金について、

２，２７２万２，０００円については、

これは１８年度の分の介護保険の市負担

分を戻すというふうなことだと思うんで

すが、この介護保険の一般会計の繰り入

れ、繰り出しというのは、言うたら、介

護保険の中で市町村が負担する８分の１

の部分であると。その８分の１の部分で

この２，２７２万２，０００円というの

が過剰だった分を戻すというような理解

でいいのかどうか。それだけちょっと教

えてください。

○上村委員長　山田課長。

○山田介護保険課長　一般会計繰出金に

ついてですが、委員ご指摘のとおり、一

たん、概算で一般会計から繰り入れたも

のを一般会計に戻すということなんです

が、給付費と、新たに創設されました介

護予防の部分については１２．５％。そ

れから、これも新たに創設されました包

括的支援事業及び任意事業分については

２０．２５％の負担ですというふうになっ

ております。それぞれ精算しまして、一

般会計の方へ戻しておると、そういうこ

とです。

○上村委員長　安藤委員。

○安藤委員　わかりました。

　ちょっと参考までに教えていただけた

らありがたいんですが、この間、介護保

険事業についても、保険料と国・府・市

町村の負担で運営をされているわけです

が、国の負担が、調整交付金と合わせま

すと２５％、しかし、実際、調整交付金

が５％どころか２％にも満たない状況し

か摂津市として入ってこないという状況

にあって、介護保険財政というのは非常

に苦しい一つの原因だと思います。

　その苦しい部分をじゃあどこで補うか

というと、結局、６５歳以上の方の保険
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料で補っているということで、ひいては、

摂津市民の高齢者の方々に負担がいって

いるということでいきますと、これはこ

のまま看過しておくことはできない制度

上の矛盾だと思うわけですが。

　例えばの話で恐縮なんですけれども、

摂津市としても調整交付金を外枠の５％

確保してほしいというような要望も出さ

れているというふうに聞いておりますし、

私どももそういった要求も行っています

し、議会としても、そんな意見書も以前

に採択したこともあると思うんですが、

現在の１．数％の調整交付金が５％になっ

たから、この一般会計繰出金、２，２０

０万円との関係、大体どんなもんになる

でしょうか。もしそれがあれば、これは

崩さなくても、介護保険の方で賄えると

いうことになるのかなと思うんですが、

ちょっとその点だけ。参考の質問で申し

わけないんですが。

○上村委員長　山田課長。

○山田介護保険課長　調整交付金につき

ましては、第三期の計画上、給付の１．

８％ほどで、金額にして５，０００万円

ほどを年間見ております。これが５％と

いうことになれば、１億四・五千万円に

なってくるのかなというふうに思います

ので、年間１億円ほどの歳入の増という

ことになるということで、国庫負担がそ

の分ふえて、保険料がその分少なくて済

むというような考え方になろうかと思い

ます。

○上村委員長　安藤委員。

○安藤委員　ありがとうございます、す

いません。

　一般会計繰出金にこじつけてちょっと

お聞きしたんですけれども、やっぱり調

整交付金、５％、外枠でしっかりと全自

治体にそれは負担してもらうということ

は非常に大事であって、それは一般会計

に戻さなくていいとか、ちょっと変な表

現をしてしまいましたけれども、そうい

う問題ではなくて、今、山田課長がおっ

しゃったように、保険料の軽減につながっ

ていくという点では、やはり引き続き調

整交付金の問題は要求、要望活動もして

いただきたいなというふうに思います。

○上村委員長　安藤委員の質疑が終わり

ました。

　ほかにございませんか。

　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○上村委員長　以上で質疑を終わります。

　暫時休憩します。

（午前１１時２３分　休憩）

（午前１１時２４分　再開）

○上村委員長　再開します。

　議案第５２号の審査を行います。

　本件につきましては、補足説明を省略

し、質疑に入ります。

　山崎委員。

○山崎委員　ふれあい広場を廃止するた

めということで条例制定なんですけれど

も、さきに、民生常任委員あてにいただ

いた、南千里丘の開発計画というか、ス

ケジュールを見せていただいて、来年の

春からふれあい広場を廃止して、いろい

ろ使用したりというようなことで伺って

おるわけですけれども、それを見せてい

ただいたら、体育館と文化ホールの機能

は無償貸与ということで、１年間、存続

はするわけなんですが、そうすると、今

使っている文化ホール、体育館の駐車場

などは、小川駐車場もあるんですけれど

も、結構、ふれあい広場を流用させてい

ただいたりとかいう話も今現在あると思

うんですけれども、この市民サービスを

低下させないという点では、駐車場の確

保とかいうのも、この文化ホールの附属

のふれあい広場、来年から廃止してしまっ

て、もう使えないということにしてしま
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うのかどうかというのをちょっとお聞き

したいと思います。

○上村委員長　大場次長。

○大場生活環境部次長　一応、駐車場と

しましてふれあい広場を使っておるんで

すけれども、駐車場の利用状況でいきま

すと、保健センター、文化ホール、体育

館等々、年間で約１１２回というような

ことで使用しておる状況でございます。

　それと、駐車場の確保につきまして、

これ南千里丘まちづくり担当の方からの

報告いうんですか、会議の中では、それ

にかわる駐車場の確保はできないという

ようなことでお聞きしております。

　そういうようなことで、各課の方にそ

の対応をお願いしたいというような会合

がございましたので、それで、うちとし

ては、各課の方にその状況なりを聞いて、

協議しておるところでございます。

○上村委員長　山崎委員。

○山崎委員　駐車場は確保できないとい

うことをさらっと言われましたですけれ

ども、文化ホールとか市民体育館の活動

を、１年間ですけれども、２２年ですね、

各カメリアなども文化的にやっていくん

でしょうし、やっぱり必要な確保はじき

じきに必要なんじゃないかと思うんです

けれども、それをしてしまうと、それこ

そ、この文化ホール何かの使っている規

模なども小さくせざるを得ないとか、そ

ういったことにもつながっていくんじゃ

ないかと思うんですが、基盤整備自体は

２１年度の春からになってくるわけです

から、２１年度までこのふれあい広場を

何かうまく使うとか、半分だけ確保する

とか、そういったようなことは考えられ

なかったんでしょうか。

　ちょっとこの辺が、文化活動とか市民

サービスの低下をどういうふうに考えて

いるのかいうのをちょっとお聞かせいた

だきたいなと思います。

○上村委員長　大場次長。

○大場生活環境部次長　一応、南千里丘

まちづくりの説明会の中で、いろいろ各

担当課が集まった中でも、確かにふれあ

い広場の南半分のところが市に残るとい

うようなことでお聞きしておりましたの

で、例えば、駐車場を先に整備できない

かとか等々の質問もございましたが、そ

れについては、工程上無理だというよう

なことを、その会議の中で担当からお聞

きしております。

　ふれあい広場、来年４月から閉鎖とい

うことで、大変、市民にご迷惑をかける

ことになるんですけれども、小川駐車場

が約６０台、それと、あと、公共交通機

関、バスを利用していただくとか、自転

車等で来ていただくとかというような方

法で対応してまいりたいというふうには

考えております。

○上村委員長　山崎委員。

○山崎委員　見方というのをちょっと聞

かせていただきたい。だから、要するに、

もうこれはやむを得ないと、市民サービ

ス低下につながっても仕方がないという

立場なんですね。

○上村委員長　紀田部長。

○紀田生活環境部長　確かに、物理的な

スペースは、駐車場は確保できなくなる

ということで、利用したいという方にとっ

てはサービス低下につながる可能性もご

ざいますが、一定、それぞれ事業、事業

ごとに、あらかじめ駐車場のスペースが

ございませんいうような形も入れさせて

いただきながら、可能な限り、むしろ車

で来るよりも自転車もしくは公共交通機

関を利用してお越しいただくいうことで

理解を得ていきたい。そのための啓発に

も取り組んでまいりたいというふうに考

えております。
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○上村委員長　山崎委員。

○山崎委員　ここで南千里丘の開発云々

の話はするつもりはないんですけれども、

うまく開発というか、市政を運営してい

くというのは、やっぱり全面的、いろい

ろな部分で細心の注意というのが必要だ

と思いますので、その辺、そごのないよ

うにお願いしたいと、要望にしておきま

す。

○上村委員長　ほかにございませんか。

　村上委員。

○村上委員　先ほども、駐車場の件がい

ろいろと議論されておったわけなんです

けれども、確かに、この文化ホール等々、

開催されるに当たりましては、どうして

も小川の駐車場、６０台という話では多

分済まないというふうに現実は思ってい

ると思うんですけれども、そういう中で、

例えば、近隣の中学校とか、柳田小学校

のグラウンドなりの地内を臨時的にお借

りするような方向で検討されたらいかが

かと思うんですけれども、その辺のお考

えについて、ちょっとお聞きしたいと思

います。

○上村委員長　大場次長。

○大場生活環境部次長　一応、駐車場と

して指定している中で、庁内１５課ほど

で、３０近くの事業で駐車場として使用

している状況でございまして、その中で、

特に、選挙事務で体育館を使っている分

の駐車場も利用しておりますので、選挙

管理委員会とも話をしているんですけれ

ども、今おっしゃられた、三中なり柳田

小学校の方で借りられないかというよう

なことで、お願いしてみるというような

こともお聞きしております。

　三中の体育館のところにも、ちょっと

２０台ほどの空きスペースがあるという

ふうにもお聞きしております。ただ、そ

れを使う場合には、ちょっと整理員なり

管理員なりを配置してほしいというよう

なことで、基本的には、学校のスタンス

としては、使うのはちょっと遠慮してほ

しいというようなことをお聞きしておる

んですけれども、個々の事業において、

各担当なりと協議してもらいたいという

ふうに考えてはおります。

○上村委員長　村上委員。

○村上委員　駐車場の件で、縮小される

ということで、いろいろな催し物を通じ

てお知らせしていきたいという、先ほど

もちょっと部長等の方からご答弁あった

んですけれども、具体的に、来年の３月

末で完全閉鎖という形になろうかと思い

ますので、それも含めて、市民の周知の

時期なり、周知の方法についてのお考え

をちょっとお聞きしたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○上村委員長　大場次長。

○大場生活環境部次長　今回の条例改正

で、議会の可決をできるだけ早い時期に、

１０月１日付が一番早くなると思うんで

すけれども、広報でお知らせをしたいと

思っております。

　また、庁内各課、全課にメールで通知

いたしまして、関係団体等々への周知も

お願いしたいというように思っておりま

す。

　また、施設管理公社のふれあいルーム

の受け付けにおきましても、そういう受

付場所に掲示するなり、チラシをつくっ

て、申し込みにこられた方に周知してい

くというような方法で考えております。

　また、広場自身のところにも、立て看

板いうんですか、そういうような形でちょっ

と掲示させていただいて、周知を図って

いきたいというふうに考えております。

○上村委員長　村上委員。

○村上委員　周知につきましては、また

しっかりとというか、数回に分けてとい
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うか、２回、３回という形で周知をして

いただきたいというふうに思いますけれ

ども、先ほどの駐車場の件で、三中と柳

田小学校の敷地内をというのは検討もさ

れているということもございますので、

その辺で、文化ホールもかなり、６００

人近いんですか、定員というのは、いう

形があろうかと思いますが、そのことも

踏まえて、この文化ホール、いろいろと

文化等々の事業をされているわけですか

ら、文化ホールへ来られる方に、駐車場

の件が弊害とならないような形で、この

駐車場の確保をしっかりとまた取り組ん

でいっていただきたいと、そういうふう

に思いますので、よろしくお願いいたし

ます。

　以上です。

○上村委員長　村上委員の質疑は終わり

ました。

　ほかにございませんか。

　安藤委員。

○安藤委員　同趣旨の質問になります。

　ふれあい広場が、文化ホールの付随の

施設ということで、駐車場としての機能、

それから、植木市などイベントの会場に

なっているということで、廃止すること

によっていろいろな影響が出てくるかと

思うわけです。

　駐車場も、今お話お聞きしましたら、

小川駐車場の範囲内と、それから、でき

るだけバスに乗ってきてくださいという

ようなお話でありましたけれども、１年

間は体育館を利用される方もいらっしゃ

いますが、文化ホール、それから、保健

センターであったり、ウィズせっつであっ

たり、また、イベントでいきますと、福

祉まつりが近隣の公園で行われたり、輪

い輪い祭りが行われたり、いろいろな行

事が行われてきています。そういう面か

ら、一つ一つ、３０事業で、年間１１２

回、駐車場を利用しているというお話あ

りましたけれども、そういったイベント

などへの影響というのはどういうふうに

考えておられていて、それに対して、そ

れぞれの団体さんが借りておられるわけ

ですから、その団体さんに対するケアと

いうんでしょうか、こういうような対策

を打ちますというようなことでお話がさ

れているのかどうか、その点をぜひお聞

かせをいただきたいと思います。

○上村委員長　大場次長。

○大場生活環境部次長　ふれあい広場の

閉鎖ということをお聞きしてから、各課、

ずっと私の方も回らせていただいて、ど

ういうふうな利用状況をされておるのか。

例えば、土・日なのか平日なのか、利用

台数はどういう状況なのかというふうな

ことで、各課の意見をお聞きしました。

　そういった中で、３０事業ございます

が、比較的大きな事業としましては、総

務防災課から年賀交換会につきましては、

１００台近くとめておるというようなこ

とでお聞きしております。それについて

は、商工会とも協議をしていきたいとい

うようなことでお聞きしております。

　それと、健康推進課の、赤ちゃん健診

なり市民健診でも、結構利用が多くござ

います。特に、健診の場合は、手前の１

６台の、グラウンド部分ではなしに、手

前の分が２００回以上使っておられると

いうような現状もございます。これにつ

いても、健康推進課の方に行きまして、

どういうふうにされるのかということで

協議しておるんですけれども、事前に周

知していって、利用者の方に周知してい

きたいというふうなこと、小川駐車場な

りを利用してもらいたいというようなこ

とでございました。

　また、あと、教育委員会でしたら、成

人祭なりこどもフェスティバルなり、あ
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と、市民文化、芸能祭等々もございます

が、それについても、やっぱり１００台

近くの利用がございます。それにつきま

しても、ふれあい広場がないということ

で、事前に周知していただくなり、バス

を利用するなりというようなことでお願

いするように、担当課としては対応して

いきたいというようなことでございます

ので、いずれにしましても、できるだけ

早い時期に、各課から各団体の方に周知

していただいて、各課の方で対応をお願

いしたいというふうに私どもとしては思っ

ておるところでございます。

○上村委員長　安藤委員。

○安藤委員　周知されても困るなという

のが率直な感想でして、もちろん周知し

ないといけないんでしょうけれども。

　もう使えませんわという話で、それぞ

れの課の方々がそれぞれの担当部署で主

催している行事、工夫、もう丸投げとい

う形で、いろいろな団体ございますね、

福祉の団体であったり、ＰＴＡであった

り、体育館や文化ホールを利用して、文

化活動や教育活動を行っておられるわけ

ですけれども、そういったところについ

ても、自分たちで考えてというようなこ

とに最終的になっていくというのであれ

ば、ちょっとかなり無責任な対応じゃな

いかなと思うんですが、市民文化ホール、

公的なホールでありますけれども、貸し

館業務でありますから、当然、利用者の

利便性というのを考えるのは当然であっ

て、これは公的な施設であっても、利用

者の利便性を考えなければ、いずれ、文

化ホール使いづらい、市のものは上意下

達で、もうバスに乗ってこいと言われる

んやと。小さい赤ちゃん抱えたお母さん

が、市民健診に行くのに、車のない方は、

鳥飼の方から、もしくは、千里丘の七丁

目の方から自転車に載せてきなさいと言

われているということで、それでよしと

していること自体、ちょっと、私、考え

にくいんですけれども、その点は、そう

いった議論はされているんでしょうか。

　この南千里丘開発の、私ども、開発そ

のものの是非というのはいろいろ意見あ

ります。財政的な問題もありますし、今

やるべき問題なのかということで、いろ

いろな問題提起もしてきているわけです

けれども、少なくとも、文化や教育や福

祉のまちづくりというふれ込みといいま

すか、そういうキャッチフレーズが、昨

日も市長の口からもそういうふうにおっ

しゃられたわけで、そういった開発を進

めていく上で、本来、福祉や文化、教育

での市民の皆さんが集うような施設で、

利便性がもう後退してしまうと。しかも、

これは南千里丘開発の方からも、もうだ

めですよ言われたんでいうことで、はい、

そうですかということでやるということ

は、これ、南千里丘のまちづくりができ

たときも、結局、その行政側の思惑だけ

で、市民の声とか、生の活動とか、市民

生活というのは、やっぱりかやの外に置

かれてしまうんじゃないか、そんな印象

を持たれてしまうことにつながると私思

うんですけれども。

　その点は、やっぱり市民文化ホールを

管轄している課として努力が求められる

と思うんですけれども、このままよしと

してしまうのか、その点、ちょっともう

一度お聞かせいただけないでしょうか。

○上村委員長　大場次長。

○大場生活環境部次長　会議の中でも、

いろいろな代替の意見も出ておったわけ

でございます。例えば、土・日・祝日で

あれば、市役所の前の近畿道の高架下の

駐車場から、例えば、成人祭の場合でし

たらピストン運転できないかとか、例え

ば、市内循環バスの市役所どまりを文化
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ホールまで延長できないかとか等々の意

見も出ておったわけでございますけれど

も、財政としては、ちょっとそういう難

しい状態であるというようなこともお聞

きしておりますし、交通対策課としても、

いろいろなルート変更なりをしていくと、

例えば、文化ホールまで伸ばすことによっ

て、また減便になってしまったり、例え

ば、また、仮に増便になるというような

ことで、一応、協議は、交通対策課なり

財政とは、私としてはさせていただいた

んですけれども、なかなか難しいという

ような回答を得ておるところでございま

す。

　そういったことで、できるだけ事前に

団体等に周知しながら、まちづくりでは、

あと２年後には、何か駐車場の確保もで

きるというふうにお聞きしておりますの

で、２年間、市民の方には大変ご迷惑を

かけることになるんですけれども、そう

いった対応で、現在の対応で、小川駐車

場なり、公共バス利用なりで対応してい

ただくというふうに考えております。

○上村委員長　安藤委員。

○安藤委員　非常にちょっとなかなか理

解しがたい、納得しがたいんですけれど

も。

　南千里丘開発そのものが、ジェイ・エ

ス・ビーさんがダイヘンの用地を買収し

て、摂津市とジェイ・エス・ビーさん、

阪急さんでしたか、三者協議をされた。

まちづくりの構想が持たれた。というこ

とは、やっぱり行政がこのまちづくりに

深く関与をしていくということが、今回

の南千里丘開発の、ほかの大型開発とは

違う、行政のまちづくりの意思がここに

反映できるんだというのが南千里丘開発

の一つの特徴だと私は理解しているわけ

なんですけれども。

　そういう意味では、できるまちづくり

は当然のこととして、開発をしていく過

程においても、やっぱり市民参加であっ

たり、行政の市民に対するサービスを低

下させないための、当然、交渉であった

り、柔軟な対応を求めるべきではないか

と。

　何か、今お聞きしていると、南千里丘

開発、まちづくりの検討会議の方が、も

うこういうふうな段取りになりましたか

ら、それぞれ各課の皆さん、協力してく

ださいとぽんときて、いや、それならど

うしようかという話に話がいってしまっ

て、そこで、どうしようかといった解決

策がなければ、もうしょうがないですね、

２年我慢してくださいということになっ

てしまっているような気がするんです。

開発の中で、じゃあ、例えば、ふれあい

広場のうちの半分を飛び換地で移って、

半分は所有権が移るかもしれないけれど

も、残りの半分については、全部は無理

にしても、これだけ分は、せめて今の駐

車場分は確保させてくれとか、資材置き

場であるとか、さまざまな工事用の車両

の出入り口云々ということであれば、こ

ういったところだけは、せめて我慢して

やってくれとか、そういうような交渉が

なされているのかどうかですよね。

　その点はどんな過程があるんでしょう

か。ちょっとそれもお聞かせいただけま

せんでしょうか。

○上村委員長　大場次長。

○大場生活環境部次長　先ほど言われま

した、警察側の半分につきましては、市

で残るというようなことで、そこに、将

来、駐車場ができるというふうにはお聞

きしておるんですけれども、それについ

ても、会議の中で確保できないかという

ようなことは言いましたが、工程上、ど

うしても無理やというようなことで、そ

れ以上の答えが出なかったもんですから、
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無理だということで、確保できないとい

うようなことで返事をお聞きしておりま

すので、私どもとしても、それ以上のこ

とが言えなかったというのが現実でござ

います。

○上村委員長　安藤委員。

○安藤委員　私、ちょっと南千里丘開発

のその進め方であるとか、あり方自体そ

のものに大きな問題があるのかなと。こ

こでこういう議論は、どんどん離れてい

きますので、そんなに余り触れていくこ

とはできませんが、しかし、南千里丘開

発がもうありきで、それすべて最優先と。

結局、この駐車場であるとか、この広場

が使えなくなるというのは、市役所の中

のそれぞれの担当課の不利益ではなくて、

利用している市民の方々の不利益という

ことになるわけです。結局、市民の皆さ

んの、今現在、活動されていることに大

きな制約が与えられていると。それでも、

南千里丘開発やるんやから、それはもう

我慢してくださいということを言ってる

ような感じがするんです。

　そうすると、南千里丘開発には、いろ

いろさまざまな意見があります。市民の

意見をもっと聞いたり、本当に、今、駅

が必要なのか、今、２０数億円の基盤整

備に、さらにコミュニティプラザに積み

上げ算方式で、一体幾らかかるのかわか

らないというような状況も、お金の使い

方、本当にいいのか。阪急の立体交差、

一体いつになるのか、お金どのぐらいか

かるのか、いろいろな議論がある中で、

もう少し市民的に積み上げていく努力は

必要だと私ら言うてきたわけですけれど

も、どんどんそれが、今、既定路線で進

んできていて、進んでいく過程の中で、

市民の市民活動、文化活動、教育活動も、

このためには我慢をしてくださいという

ことであれば、これは、南千里丘開発を

進めていく中の方針そのものにも、非常

に疑問を持たざるを得ません。

　そういう意見はちょっと申し上げてお

きたいと思います。

　駐車場であるとか、それから、各団体

や今やられている市民的な行事について、

今のまま丸投げで、ちょっと工夫してく

ださいと、学校の方に無理言って、この

分については借りるように、各団体の方

で学校と交渉してくださいというのは、

ちょっと幾ら何でも、これは、文化ホー

ル管理者としたら、問題があると言わざ

るを得ないです。

　工夫を、努力を求めるものであります

けれども、最後にそれだけ言いたいと思

います。

　ちょっと見解をお聞かせください。

○上村委員長　紀田部長。

○紀田生活環境部長　私どもが文化ホー

ルを管理しておりまして、そういった意

味での管理責任ということだとは思うん

ですが。

　一定、たくさんお集まりいただいて、

駐車場をお借りして、利用されるという

ことは、あらかじめ事業ごとにわかって

おります。そういう意味では、当然、私

どもも、そういう理解を求める努力はい

たしますが、原課においても、チラシを

つくるときに、ちょっと添え書きで、駐

車場が狭小のため、できるだけ公共交通

機関等をご利用くださいと、そういった

形での周知もお願いしたいという意味で、

今議論させていただいておりますので、

その点もご理解いただきたいというふう

に思います。

○上村委員長　安藤委員の質疑は終わり

ました。

　ほかにございませんか。

　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○上村委員長　以上で質疑を終わります。
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　暫時休憩します。

（午前１１時５０分　休憩）

（午前１１時５３分　再開）

○上村委員長　再開します。

　討論に入ります。

　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○上村委員長　討論なしと認め、採決し

ます。

　議案第４６号所管分について、可決す

ることに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○上村委員長　可否同数であります。よっ

て、委員会条例第１６条の規定により、

委員長が本案に対する可否を裁決します。

　委員長は、議案第４６号について可決

すべきものと裁決します。

　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　議案第４８号について、可決すること

に賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○上村委員長　全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定しました。

　議案第５２号について、可決すること

に賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○上村委員長　可否同数であります。よっ

て、委員会条例第１６条の規定により、

委員長が本案に対する可否の裁決をしま

す。

　委員長は、議案第５２号について可決

すべきものと裁決します。

　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　以上で、本委員会を閉会します。

（午前１１時５５分　閉会）

　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り、署名する。

民生常任委員長
 　上 村 高 義

民生常任委員 
 　三 好 義 治
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